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＊ 徳島県水産課 

 

 紀伊水道および海部沿岸におけるハモは小型底びき網漁業および延縄で漁獲され,本海域を代表する

高級魚である。本海域における小型底びき網漁業は,種々の資源の減少とそれに伴う生産の減少により,

経営の縮小を余儀なくされているのが実情であり,ハモは当漁業においてその生産金額が常に上位を占

める重要魚種である。一方,延縄魚業においては一定期間はハモのみを漁獲対象とした操業が営まれてお

り,その資源の動向により漁業経営が左右される。また,近年両漁業種間のハモ資源に対する競合が強ま

っている。このことから,ハモを対象に資源の効果的な培養および資源水準に見合った漁業管理手法を検

討し,資源の培養およびその経済的有効利用する目的でハモの資源生態と漁業実態について調査解析を

実施した。 

 

材料と方法 

  徳島県におけるハモの産卵生態,成長,年齢組成を把握するために紀伊水道の小型底びき網,延縄お

よび海部沿岸の延縄で漁獲されたハモ 2,320 個体を購入し,全長,肛門長・体重・生殖腺重量,抱卵数

および耳石による年齢査定を行った。また,ハモの巣穴生態を明らかにするために小型底びき網と延

縄の同時試験操業を実施するとともに生活圏や回遊経路を把握する目的で標識放流を実施した。さら

に漁業実態を把握する目的で以下の資料を用いた。 

 (1) 徳島県・和歌山県・大阪府・兵庫県・岡山県・香川県農林統計資料（昭和 40年～平成 2年） 

 (2) 小型底びき網漁業標本漁協における 1988,1989 年の月別漁獲量（徳島県 3地区・和歌山県 2地区,

兵庫県 2地区） 

 (3) 延縄漁業標本漁協における 1988,1989 年の月別漁獲量（徳島県 5 地区,和歌山県 1 地区,兵庫県 3

地区） 

 (4) 紀伊水道小型底びき網標本船日誌（8隻）,紀伊水道延縄（4隻）,海部沿岸延縄（2隻）より得ら

れた月別,操業形態別 CPUE 
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結果と考察 

  産卵生態 

  紀伊水道および海部沿岸における生殖腺重量指数（GSI）の経月変化を示した（表 1,2）。紀伊水道

では雌雄ともに 5月より上昇傾向がみられ,7月にピークを迎え,以後低下することから,産卵期は 6～

8 月で,盛期は 7 月と推定された。海部沿岸では 1988 年が 7 月に,1989 年が 6 月に各々ピークを迎え

たが両年から判断して紀伊水道同様 6～7月が産卵期と推定された。 

  成熟卵は 2歳より確認され,2 歳で約 9万粒,4 歳で 49 万粒,6 歳で 74 万粒,8 歳で 101 万粒,10 歳で

115 万粒,11 歳で 137 万粒であった（表 3）。肛門長（ALcm）と抱卵数（EN）の関係および年齢（T）と

抱卵（EN）の関係は次式で示された。 

  EN＝1.567AL3.425（n＝140,r＝0.8470,P＜0.001） 

  EN＝41366T1.489（n＝10, r＝0.968,P＜0.001） 

 年齢と成長 

 ハモの産卵盛期が 7 月であったことから誕生月（t＝0）は 8 月と仮定した。8 月に漁獲された紀伊

水道産ハモの耳石より査定きれた雌雄別の年齢と全長,肛門長,体重の関係を表 4, 5 に示した。周年

を通じて得られた漁獲物の年齢は雌が 1～14 歳,雄が 1～12 歳であったが,誕生月（8 月）に得られた

漁獲物の年齢は雌が1～14歳,雄が 2～7歳であった。雌は 4歳で 1,000g,7歳で 2,000g,14歳で 3,000g

を越えるが,雄は 7歳になっても 631g であった。2歳時には雌雄それぞれ 247,245g で差がなかったが

3歳以降は著しい雌雄間格差が認められた。雌雄それぞれの年齢（t）と肛門長（Ltcm）,体重（Wtg）

の関係に適用された von Bertalanffyおよび肛門長（Lcm）－体重関係（Wg）,全長（TLcm）－体重（ALcm）

関係は次式で示された。 

雌：Lt＝56.24（1－exp（－0.2272（t＋0.2201））） 

雌：Wt＝2892（1－exp（－0.2945（t＋0.2026）））3 

雌：W＝0.03422L2.871（n＝486,r＝0.980,P＜0.001） 

雌：AL＝0.1847TL1.179（n＝486,r＝0.987,P＜0.001） 

雄：Lt＝28.42（1－exp（－0.6898（t＋0.0042））） 

雄：Wt＝743（1－exp（一 0.3025（t＋1.518）））3 

雄：W＝0.04606L2.769（n＝966,r＝0.937,P＜0.001） 

雄：AL＝0.2439TL1.112（n＝966, r＝0.954,P＜0.001） 

  雌雄ともに高齢になるに従い,全長,肛門長,体重の分散が大きくなる傾向が認められた。特に,雌の

体重における個体差が大きく, von Bertalanffyの成長式への適合は良くなかった。 

 年齢別性比 

 産卵期（7～9月）および年間の性比を表 6に示した。産卵期と年間値に大きな差は認められず,2,3

歳時には雄の割合が多いが,その他の年齢では雌の割合が多かった。全ての年齢を合計してみれば,雌

の比率が 43.7％となり,雄の割合が多かった。 
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  標識放流からみた生活圏 

 1989 年 11 月から 1990 年 9月にかけ,計 9回,1,208 尾の漁獲されたハモを背骨型標識により個体識

別し,紀伊水道および海部沿岸で再放流を行った（表 7）。その結果,144 尾（11.9％）が再捕された。

再捕されたもののうち,遠州灘静岡県沖で 1尾,大阪湾で 5尾再捕されたが,その他は紀伊水道,紀伊水

道外域で再捕された。このことから,本海域産ハモの生活圏は紀伊水道および紀伊水道外域にあると

推定された。また,海部沿岸放流群が紀伊水道で,紀伊水道放流群が海部沿岸で漁獲されたことから,

本海域のハモは海部沿岸と紀伊水道を南北移動（探浅移動）しているものと考えられる。従って,資

源解析や資源管理を実施する場合,徳島県,和歌山県および兵庫県の 3県を一単位と考え実施すること

が望ましい。 

  漁獲量の経年変化 

  ハモは瀬戸内海東部 6 府県で漁獲されるが,その 9 割以上が徳島,和歌山,兵庫の 3 県で漁獲される

（表 8）。その大部分は紀伊水道およびその外域で漁獲される。なかでも,徳島県の漁獲量は瀬戸内海

東部の 44％を占め,最も多くなっている。紀伊水道およびその外域におけるハモの漁獲量は,かつて

300～500トンで安定した生産があったが,昭和58～60年に小型底びき網漁業におけるタチ網の使用や

漁獲努力量の増大にともない生産量が増加したが,昭和 60 年～平成元年にかけ 300,176,192, 220 ト

ンと 300 トンを下回る漁獲になっている。本県においても,昭和 58 年まではほぼ 200 トン前後と比較

的安定してたが,昭和 59,60 年は過去の年平均漁獲量の 1.5 倍の 300 トンの生産が上げられ,漁獲強度

が高くなったものと推定される。その影響として,昭和 61年に 120 トン,昭和 62 年に 76トン,昭和 63

年に 109 トン,平成元年は 160 トンとやや持ち直したが,依然 200 トンを下回る低い漁獲水準にある。 

  漁法別にみると徳島県では,紀伊水道底びき網で昭和 40 年以降 48～194 トン,紀伊水道延縄では 19

～92 トン,海部沿岸延縄では 11～87 トンで推移しており,小型底びき網の方が漁獲変動が大きい（表

9）。資源の利用配分からみるとやや底びき網の漁獲が多いが,近年では延縄の漁獲割合が多くなる傾

向がみられ,両者が競合関係にあるものと考えられる。 

  漁獲量の経月変化とハモの巣穴生態 

  小型底びき網,延縄ともにハモは周年漁獲されるが,小型底びきでは4～10月に,延縄では4～7月に,

まとまった漁獲が認められる（表 10）。なかでも小型底びきでは 7～9 月の漁獲が著しく多く,台風や

低気圧の影響により波浪が強くなるこの時期に漁獲が集中する。逆に延縄ではハモの価格が高い 5～7

月に漁獲が集中しており,月別にみれば見かけ上両者の漁獲ピークはずれている。しかしながら,1988

年の徳島県海部沿岸延縄でみられるように操業さえ行えば,4～12 月までまとまった漁獲がみられる

ことから,漁期が 4～7月に集中するのは経済的な影響によるものと推測される。4～6月に延縄の漁獲

が底びきを上回るのは,ハモ特有の巣穴生態によるもので,この時期にはハモは巣穴に潜っており,釣

に食いついても底びき網では漁獲されないものと思われる。このことは,底びき網と延縄の同時試

験操業結果や標本船日誌の月別 CPUE からも裏付けることができる（表 11,12,13,14）。即ち,海況が静

穏な状態であれば延縄の方がハモに対する漁獲効率が優れていると言えよう。 

 



－4－ 

 漁獲物の年齢組成 

  付図1～12に紀伊水道の小型底びき網,延縄および海部沿岸の延縄における1988,1989年漁獲物標本

の年齢組成を示した。これらの年齢組成と月別漁法別漁獲量（表 10）,年計（表 8）から,紀伊水道お

よび海部沿岸における漁法別年齢別漁獲尾数（表 15）と年齢別漁獲尾数と割合（表 16）を示した。

漁獲尾数は 1988,1989 年を通じて紀伊水道延縄が最も多い。年齢組成からみると紀伊水道小型底びき

網は 1～14 歳,紀伊水道延縄は 2～11 歳で,いずれも 2～4 歳が漁獲の主体となっている。しかしなが

ら,小型底びき網では延縄と違い 1歳魚や 12～14 歳も漁獲されることからサイズに対する漁具の選択

幅が大きいものと考えられる。海部沿岸の延縄でも 2～4歳魚が漁獲の主体になっているが,紀伊水道

の小型底びき網や延縄に較べて 2歳魚の割合が少なく,4～12 歳の高齢魚の割合が大きい。このことは

海部沿岸の操業水深（最大 120m）が紀伊水道（40～60m）に較べて深いことによるものと考えられる。

1988 年と 1989 年の年齢組成を比較すると 1989 年の方がやや大きくなる。これには 1988 年の調査月

が8～12月に片寄っていたのに対し,1989年は5,6月の調査が多かったことによるものと考えられる。 

  資源分析結果 

  得られたデータを基に紀伊水道および海部沿岸のハモ資源について KAFS モデルを用いて解析を行

った。解析は昭和 40 年当時の年齢組成（多々良 1965）と 1988 年と 1989 年の平均化した年齢組成を

現在の値として用いた。寿命を 14 歳としてバイオマス解析で求められた自然死亡係数は 0.43 になり,

大きすぎることから東シナ海に（三尾 1984）に近い自然死亡係数（M＝0.15082）を用いた。また,完

全加入年齢は年齢組成から 3 歳と仮定した。計算された生残率（全減少係数）は昭和 40 年が 0.6169

（0.466）,現在が 0.501（0.541）であった。漁獲係数はそれぞれ 0.466,0.540 であったことから,現

在の方が大きくなっている。表 17,18 に昭和 40 年時と現在の資源解析結果を示した。資源尾数は昭

和 40 年時が 404 万尾,現在が 138 万尾で現在がかなり小さくなっており,漁獲率も昭和 40 年時が

0.3478で,現在が0.390となり,現在が大きくなっている。さらに,昭和40年時および現在の加入量（R）

と親魚量（A）の関係より次の Ricker 型の再生産曲線を求めた。 

  R＝0.597393Ae－0.001520A（r＝0.976610） 

  さらに,この再生産式よりSY曲線を求めると,SYカーブの当てはまりは余り良くなかったが,現在の

ハモ資源は乱獲状態にあると考えられた。 
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表 1 紀伊水道（延縄）における生殖腺重量指数の経月変化 

   

 

表 2 海部沿岸（延縄）における生殖腺重量指数の経月変化 

   

 

表 3 年齢別抱卵数に関する情報（紀伊水道,海部沿岸） 
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表 4 紀伊水道産ハモの年齢別全長,肛門長,体重およびその標準偏差（雌）8月を誕生月（t＝0） 

と仮定して小型底びきの 8月データから計算した。 

   

 

表 5 紀伊水道産ハモの年齢別全長,肛門長,体重およびその標準偏差（雄）8月を誕生月（t＝0） 

と仮定して小型底びきの 8月データから計算した。 
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表 6 紀伊水道および海部沿岸におけるハモの年齢別性比 

   

 

表 7 紀伊水道および海部沿岸における標識放流内容 
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表 8 瀬戸内海東部域におけるハモの府県別漁獲量（農林統計） 

   

 

表 9 徳島県における海区別漁法別漁獲量（農林統計） 
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表 10 紀伊水道および海部沿岸における県別漁法別漁獲量 

   

 

表 11 紀伊水道における延縄および小型底びき網漁業の同時操業による漁獲尾数の比較＊ 
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表 12 紀伊水道小型底びき網漁業における各操業形態における月別 CPUE（kg/day） 

   
 

表 13 紀伊水道小型底びき網漁業標本船における各操業形態における月別 CPUE（kg/day） 

   

 

表 14 紀伊水道および海部沿岸の延縄漁業標本船における月別 CPUE（kg/day） 

   

 

表 15 紀伊水道および海部沿岸におけるハモの漁法別年齢別漁獲尾数 
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表 16 紀伊水道および海部沿岸におけるハモの年齢別漁獲尾数と割合 

   

 

表 17 昭和 40 年の資源状態の計算結果（漁獲係数 F＝0.4661） 
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表 18 現在の資源状態の計算結果（漁獲係数 F＝0.5403） 
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付表 1 紀伊水道小型底びき網漁獲物年齢組成（1988 年雌） 

   

付表 2 紀伊水道小型底びき網漁獲物年齢組成（1989 年雌）  

   

付表 3 紀伊水道小型底びき網漁獲物年齢組成（1988 年雄）  

   

付表 4 紀伊水道小型底びき網漁獲物年齢組成（1989 年雄） 
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付表 5 紀伊水道延縄漁獲物年齢組成（1988 年雌）  

   
付表 6 紀伊水道延縄漁獲物年齢組成（1989 年雌）  

   

付表 7 紀伊水道延縄漁獲物年齢組成（1988 年雄） 

   
付表 8 紀伊水道延縄漁獲物年齢組成（1989 年雄）  
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付表 9 海部沿岸延縄漁獲物年齢組成（1988 年雌） 

    

付表 10 海部沿岸延縄漁獲物年齢組成（1989 年雌） 

    

付表 11 海部沿岸延縄漁獲物年齢組成（1988 年雄）  

   

付表 12 海部沿岸延縄漁獲物年齢組成（1989 年雄）  

 


